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時
代
を
拓
く
税
理
士
の
会
は
税

理
士
の
資
格
取
得
の
経
緯
や
専

業
や
兼
業
に
と
ら
わ
れ
ず
税
理

士
業
界
に
貢
献
す
る
目
的
で
設

立
さ
れ
た
団
体
で
す
。

（1）

事
務
所　

新
宿
区
愛
住
町
１
番
地

　
　
　
　

Ｋ
Ｍ
Ｇ
税
理
士
法
人
代
表
社
員

登　

録　

昭
和
55
年
４
月

生　

年　

昭
和
24
年　

丑
年　

61
歳

経　

歴　

都
立
日
比
谷
高
校
卒
業　

慶
應
義
塾
大
学
経
済

　
　
　
　

学
部
中
退　

同
校
特
選
塾
員

　
　
　
　

四
谷
支
部
長
２
期
務
め
た
後　

本
会
理
事
、　

　
　
　
　

常
務
理
事
（
監
察
部
、
税
務
審
議
部
）
日
税
連

　
　
　
　

業
対
部
長

現　

在　

副
会
長
、
日
税
連
・
総
務
部
長
及
び
規
制
改
革

　
　
　
　

対
策
特
別
委
員
会
委
員
長
兼
務
、

　
　
　
　

年
金
記
録
確
認
第
三
者
委
員
会
委
員

マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト （
２
０
１
０
／
11
）　　
　
　

１
、
税
理
士
法
改
正
に
取
組
み
ま
す

   
昭
和
26
年
、
第
１
条
に
「
税
理
士
の
職
責
」
を
掲
げ
た

税
理
士
制
度
が
制
定
さ
れ
、
55
年
の
大
改
正
で
は
、
使
命

を
「
納
税
義
務
者
の
信
頼
に
こ
た
え
る
」
と
改
正
し
、
税

理
士
制
度
は
国
家
と
国
民
を
支
え
る
制
度
と
成
熟
し
ま
し

た
。
一
方
、
現
在
の
我
が
国
は
900
兆
円
を
超
え
る
負
債
を

抱
え
、
戦
後
未
曽
有
の
危
機
を
迎
え
、
税
が
最
大
の
テ
ー

マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

   

資
格
取
得
を
中
心
と
す
る
14
項
目
の
改
正
要
望
項
目
を

議
論
し
、
揺
る
ぎ
な
い
制
度
と
し
て
構
築
し
ま
す
。

２
、
公
正
・
公
平
な
租
税
制
度
確
立
の
た
め
に
、
建
議
権

　

を
最
大
限
に
活
用
し
ま
す

　

税
理
士
が
内
閣
府
の
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
さ
ら
に

は
政
府
税
調
専
門
家
委
員
会
へ
も
登
用
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

税
理
士
に
対
す
る
国
民
の
期
待
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

納
税
環
境
整
備
（
納
税
者
権
利
憲
章
制
定
、
国
税
不
服
審

神
こう

津
づ

　信
しんいち

一

会
長
・
副
会
長

　

推
薦
候
補
者
全
員
の
ご
紹
介 

会
長
候
補
者

　
 

神こ
う　

津づ　

信し
ん　

一い
ち

　
（
現
東
京
税
理
士
会
副
会
長　

　
　
　
　
　
　
　
　

  

四
谷
支
部
）

 

副
会
長
候
補
者  
（
五
十
音
順
）

　

 

伊い　

藤と
う　

佳よ
し　

江え

　
（
現
東
京
税
理
士
会
理
事

　
　
　
　
　
　
　
　

荻
窪
支
部
）

　

 

岡お
か　

田だ　

光こ
う
い
ち
ろ
う

一
郎

　
（
現
東
京
税
理
士
会
副
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　

麹
町
支
部
）

　
西に

し　

村む
ら　

　
　

新あ
ら
た

　
（
現
東
京
税
理
士
会
常
務
理
事

　
　
　
　
　
　
　

江
戸
川
南
支
部
）

判
所
改
革
、
共
通
番
号
制
度
導
入
）
に
積
極
的
に
関
わ
り

ま
す
。

  

不
服
申
立
て
制
度
、
及
び
行
政
不
服
審
査
法
の
改
正
が

提
案
さ
れ
ま
す
が
、
国
税
通
則
法
を
租
税
基
本
法
と
す
る

改
正
を
提
案
し
ま
す
。
法
人
税
等
の
抜
本
改
正
に
は
、
国

民
経
済
と
中
小
企
業
の
発
展
の
観
点
で
対
応
し
ま
す
。

３
、
研
修
と
倫
理
高
揚
の
更
な
る
充
実
に
務
め
ま
す

   

納
税
者
の
信
頼
性
を
担
保
す
る
に
は
、
個
々
の
会
員
が

研
鑽
に
務
め
る
と
と
も
に
、
税
理
士
と
し
て
の
倫
理
の
矜

持
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
受
講
義
務
法
定
化
の
準
備
段
階
と

し
て
、
本
会
は
相
応
し
い
場
を
最
大
限
に
提
供
し
ま
す
。

４
、
電
子
申
告
と
書
面
添
付
が
常
態
と
な
る
よ
う
務
め
ま
す

   

「
電
子
申
告
は
便
利
だ
」
と
い
う
こ
と
が
普
及
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
で
あ
り
原
点
で
す
。
税
理
士
が
署
名
し
た
申

告
書
に
は
書
面
添
付
が
当
た
り
前
と
な
れ
ば
、
税
務
行
政

も
変
わ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
％
目
標
と
す
べ
き
で

す
が
、
普
及
に
は
様
々
な
障
害
が
あ
る
の
で
そ
れ
を
取
り

除
く
施
策
を
講
じ
ま
す
。   

５
、
税
務
支
援
事
業
、
公
益
的
業
務
、
会
計
参
与
制
度
を

　

拡
大
し
ま
す

   

納
税
者
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
と
と
も
に
、
本
会
独
自
の

税
務
支
援
事
業
を
進
め
ま
す
。
開
所
し
た
成
年
後
見
支
援

セ
ン
タ
ー
、
及
び
、
外
部
監
査
人
制
度
、
登
録
政
治
資
金

監
査
人
制
度
の
更
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
会
計

参
与
制
度
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
中
小
企
業
の
会
計
基

準
の
新
た
な
進
展
に
対
応
し
ま
す
。

６
、
広
報
室
、
会
員
相
談
室
を
充
実
さ
せ
ま
す

   

報
道
機
関
と
の
連
携
、
中
小
企
業
団
体
と
の
絆
を
更
に

強
固
に
し
、「
租
税
教
育
の
主
役
は
税
理
士
」
を
浸
透
さ

せ
ま
す
。
会
員
相
談
室
は
税
務
事
案
自
己
解
決
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
す
。
税
理
士
の
業
務
か
ら
争
訟
問
題
ま
で
含

め
て
幅
広
く
対
応
し
ま
す
。

７
、
東
京
税
理
士
会
の
会
務
を
刷
新
し
ま
す

   

施
策
の
立
案
、
会
務
の
ス
リ
ム
化
と
活
性
化
、
対
外
交
渉
、

関
連
団
体
と
の
連
絡
調
整
機
能
、
及
び
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能

を
持
つ
特
別
委
員
会
を
設
け
会
務
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

８
、
日
税
連
の
主
体
を
目
指
し
ま
す

   

山
川
会
長
の
路
線
を
継
承
し
、
日
税
連
に
協
調
し
、
本

会
会
員
の
積
年
の
思
い
遂
げ
る
べ
く
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
ま
す
。
執
行
部
一
丸
と
な
っ
て
、
議
論
と
笑
顔
の

絶
え
な
い
東
京
税
理
士
会
と
し
、
納
税
者
・
国
民
と
会
員

の
負
託
に
こ
た
え
ま
す
。

平成22年1

 

東
京
税
理
士
会
会
長
候
補
者

時
代
を
拓
く
税
理
士
の
会

　

発
行
者　

会　
　

長　

鎌
田
俊
夫 　

　

編
集
者　

広
報
部
長　

山
本
恵
子

　
　
　

事
務
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四
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達
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理
士
事
務
所
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（2）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

 

・
所
属
支
部　

麹
町
支
部

 

・
推
薦
団
体　

時
代
を
拓
く
税
理
士
の
会

　
　
　
　
　
　

千
代
田
会

　
　
　
　
　
　

う
さ
ぎ
の
会

 

・
生
年
月
日　

昭
和
26
年
２
月
５
日

 

・
略　
　

歴　

　

昭
和
48
年　

成
蹊
大
学
工
学
部
卒
業

　
　
　

58
年　

第
33
回
税
理
士
試
験
合
格

　
　
　

59
年　

税
理
士
登
録
５
２
９
５
６
番

　

平
成
11
年　

麹
町
支
部
支
部
長
３
期

　
　
　

17
年　

東
京
税
理
士
会
常
務
理
事

　
　
　
　
　
　

日
本
税
理
士
会
連
合
会
理
事

　 

現
職

　

東
京
税
理
士
会
副
会
長

　

登
録
調
査
委
員
会
委
員
長

　

日
本
税
理
士
会
連
合
会
理
事

　

登
録
調
査
部
副
部
長

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

 

・
所
属
支
部　

荻
窪
支
部

 

・
推
薦
団
体　

時
代
を
拓
く
税
理
士
の
会

 

・
生
年
月
日　

昭
和
28
年
生
ま
れ

 

・
略　
　

歴

　

明
治
大
学
商
学
部
卒
業

　

昭
和
52
年　

税
理
士
試
験
合
格

　
　
　

54
年　

税
理
士
登
録

　
　
　

東
京
税
理
士
会
制
度
部
委
員
６
期
12
年

　
　
　

業
務
対
策
部
委
員
２
期
４
年

　

平
成
13
年
東
京
税
理
士
会
荻
窪
支
部
副
支　

　
　
　

部
長
２
期
４
年

　
　
　

14
年
全
国
女
性
税
理
士
連
盟
副
会
長

　
　
　

16
年
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
推
進
連
携

　
　
　

会
議
全
国
女
性
税
理
士
連
盟
よ
り
参
加

　
　
　

17
年
東
京
税
理
士
会
常
務
理
事
２
期
４
年

　
　
　

19
年
日
本
税
理
士
会
連
合
会
理
事

　
　
　
日
本
税
理
士
会
連
合
会
業
務
対
策
部
副
部
長

現
職　

　

東
京
税
理
士
会
理
事　

公
益
活
動
対
策
部
担
当

　

東
京
税
理
士
会
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
相

　

談
員

　

日
本
税
理
士
会
連
合
会
公
益
活
動
対
策
部
特

　

命
委
員

岡
おか

田
だ

光
こういちろう

一郎

 

東
京
税
理
士
会
副
会
長
候
補
者

伊
い

藤
とう

　佳
よし

江
え

 

主
張

　

こ
の
度
の
東
京
税
理
士
会
役
員
選
挙
に
際

し
、
前
回
に
引
続
き
『
時
代
を
拓
く
税
理
士

の
会
』
か
ら
の
ご
推
薦
を
い
た
だ
き
副
会
長

候
補
と
し
て
立
候
補
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
会
員
の
皆
様
方
の
暖
か
い
お
気
持
ち
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

長
い
経
済
不
況
が
続
く
中
、
我
々
税
理
士

が
納
税
者
に
対
し
ど
う
あ
る
べ
き
か
が
問
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
資
格
取
得
制
度
の
改
正
を

初
め
と
し
、
国
民
の
目
線
に
立
ち
・
国
民
か

ら
信
頼
さ
れ
る
税
理
士
制
度
の
確
立
が
最
優

先
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
税

理
士
会
が
一
枚
岩
と
な
り
、
税
政
連
と
協
調

し
て
税
理
士
法
改
正
を
実
現
さ
せ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
次
世
代
の
税
理
士
が
、
税
理

士
に
な
っ
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
税
理
士
業

会
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
の
我
々
の
す
べ

き
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。　
　
　
　
　

　

私
は
参
加
型
会
務
を
よ
り
推
進
い
た
し
ま

す
。
会
員
に
呼
び
掛
け
て
待
つ
の
で
は
な
く
、

自
分
の
方
か
ら
会
員
の
方
へ
出
向
き
意
見
交

換
を
し
て
い
く
こ
と
を
お
約
束
い
た
し
ま
す
。

　

山
川
執
行
部
の
副
会
長
と
し
て
の
経
験
を

生
か
し
、
２
期
目
の
東
京
会
副
会
長
と
し
て

会
長
を
し
っ
か
り
と
補
佐
し
て
参
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の
よ
り
い

っ
そ
う
の
御
支
援
・
御
協
力
の
ほ
ど
心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
本
成
年
後
見
法
学
会
常
任
理
事

　

社
）
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ

　

ー
ト
監
事

事
績

　

平
成
17
年
新
書
面
添
付
制
度
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

（
東
京
税
理
士
会
，
東
京
地
方
税
理
士
会
，
千

葉
県
税
理
士
会
）

　

平
成
18
年
税
理
士
業
務
に
関
す
る
損
害
賠
償

責
任
と
そ
の
対
応
（
日
本
税
理
士
会
連
合
会
業

務
対
策
部
）

　

平
成
21
年
税
理
士
の
専
門
家
責
任
を
実
現
す

る
た
め
の
１
０
０
の
提
案
（
日
本
税
理
士
会
連

合
会
）
等
の
企
画
作
成
に
携
わ
る

主
張

　

平
成
23
年
の
税
理
士
法
改
正
に
向
け
て
論
議

が
か
わ
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
税
理
士
と
い
う

存
在
が
真
に
国
民
生
活
の
上
で
重
要
な
位
置
を

占
め
て
い
る
こ
と
を
今
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

税
理
士
の
存
在
が
我
が
国
の
経
済
発
展
に
大

き
な
貢
献
を
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
中
小
企
業
は
世
代
交
代
に
生
き
残
り
を

か
け
て
い
ま
す
し
、
公
認
会
計
士
や
弁
護
士
も

規
制
改
革
の
流
れ
の
中
で
そ
の
存
在
を
掛
け
て

変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

我
が
税
理
士
界
も
そ
の
職
能
を
国
民
の
た
め

に
役
立
つ
資
格
と
し
て
ひ
ろ
く
ア
ピ
ー
ル
す
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
税
理
士
制
度
を
守
る
だ
け
で

な
く
研
修
の
充
実
や
証
票
の
更
新
、
資
格
取
得

制
度
の
整
備
、
他
士
業
と
の
連
携
、
公
益
的
活

動
へ
の
参
加
、
事
務
所
の
継
承
問
題
等
に
積
極

的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
や
こ
れ
か
ら
税
理
士
を
目
指
す

方
々
の
た
め
に
私
は
会
長
を
補
佐
し
東
京
税
理

士
会
の
会
務
に
邁
進
い
た
し
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
が
私
を
育
て
て
下
さ
っ
た
税
理

士
界
へ
の
恩
返
し
だ
と
思
い
ま
す
。
ご
支
援
を

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日社

 
東
京
税
理
士
会
副
会
長
候
補
者

　
真
に
国
民
の
た
め
に

　
　

役
立
つ
視
点
で
の

　
　
　

税
理
士
法
改
正
を
目
指
そ
う

　

見
ま
す
、

　
　
　

聞
き
ま
す
、

　
　
　
　
　

申
し
ま
す



（3）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

 

・
所
属
支
部　

江
戸
川
南
支
部

 

・
推
薦
団
体　

時
代
を
拓
く
税
理
士
の
会

　
　
　
　
　
　

税
理
士
四
国
会

　
　
　
　
　
　

第
７
ブ
ロ
ッ
ク
西
村
新
を
推
す

　
　
　
　
　
　

有
志
の
会

 

・
生
年
月
日　

昭
和
27
年
12
月
26
日
高
知
県
生

　
　
　
　
　
　

ま
れ

 

・
略　
　

歴

　

昭
和
50
年　

明
治
大
学
経
営
学
部
卒
業

　

昭
和
57
年　

第
32
回
税
理
士
試
験
合
格

　

昭
和
58
年　

税
理
士
登
録

　

平
成
７
年　

江
戸
川
南
支
部
副
支
部
長
３
期

　

平
成
13
年　

江
戸
川
南
支
部
支
部
長
３
期

　

平
成
19
年　

東
京
税
理
士
会
常
務
理
事

　
　
　
　
　
　

日
本
税
理
士
会
連
合
会
理
事

現
職

　

東
京
税
理
士
会
常
務
理
事
税
務
支
援
対
策
部

　

長

　

東
京
税
理
士
会
規
制
改
革
等
対
策
室
委
員

 
東
京
税
理
士
会
副
会
長
候
補
者西

にし

 村
むら

　 新
あらた

さらなる進化を期して、拓きます　確かな税理士会

○ 会員の声を反映させる東京税理士会をめざし、参加型会務をすすめます

○ 国民のための税理士制度を目指し、更なる税理士法改正に取り組みます

○ 会員研修及び会員相談業務等の整備を図り、会員サービスを充実します

○ 租税制度及び税務行政の改善のために研究、提言及び建議を行ないます

○ 中小企業の活性化のために税制、金融及び経営等の改善策を促進します

○ 税理士の職能を活かし、公益的活動を通して社会貢献事業を推進します

○ 東京税理士会の総力を結集し、日税連の民主的な会務運営を確立します

ス　ロ　ー　ガ　ン

　
独
自
事
業
（
税
務
支
援
）
の

　
　
　

充
実
で
税
理
士
制
度
の
発
展
を

　

日
本
税
理
士
会
連
合
会
理
事

　

日
税
連
税
務
支
援
対
策
部
副
部
長

　

税
理
士
四
国
会
副
会
長

　
主
張

　

独
自
事
業
（
税
務
支
援
）
の
充
実
で
税
理
士

制
度
の
発
展
を

　

税
務
支
援
に
お
け
る
本
来
的
な
社
会
貢
献
の

形
で
あ
る
独
自
事
業
の
充
実
を
通
じ
て
、
税
理

士
の
社
会
公
共
的
使
命
を
果
た
し
社
会
に
貢
献

す
る
こ
と
が
税
理
士
制
度
を
維
持
発
展
さ
せ
る

こ
と
に
繋
が
る
こ
と
を
全
会
員
が
認
識
し
て
積

極
的
に
行
動
し
参
加
す
る
こ
と
を
提
言
し
ま
す
。

　

税
理
士
を
取
り
巻
く
環
境
は
規
制
改
革
の
な

か
、
大
き
く
様
変
わ
り
し
て
い
ま
す
。
国
民
か

ら
信
頼
さ
れ
る
税
理
士
制
度
と
な
る
よ
う
に
、

電
子
申
告
等
の
送
信
業
務
を
税
務
代
理
に
含
め

る
、
補
助
税
理
士
制
度
、資
格
取
得
の
規
定
等
々

の
税
理
士
法
改
正
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
、
自
分
た
ち
が
税
理
士
と
し
て
あ
る
の
は
、

税
理
士
制
度
を
充
実
発
展
さ
せ
た
先
輩
た
ち
の

努
力
の
賜
物
で
す
。
税
理
士
会
は
会
員
の
た
め

に
あ
り
、
役
員
は
会
員
の
た
め
に
会
務
を
努
め

る
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
会
員
一
人
ひ
と

り
も
こ
れ
か
ら
続
く
次
世
代
の
後
輩
達
の
た
め

に
税
理
士
会
の
会
務
に
積
極
的
に
参
加
し
、
会

員
全
員
で
税
理
士
制
度
を
維
持
発
展
さ
せ
よ
う
。
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 ・『拓く会』の年会費は 3,000 円です。
 ・郵便振替口座　口座番号　00130-0-648373
　　　　　　　口座名義　時代を拓く税理士の会
 ・普通預金口座　三井住友銀行　新橋支店　
　　　　　　　　口座番号　2008373
　「口座名義」上記と同じ 税理士登録番号記入のこと
　（右記の入会申込書を御記入のうえFax03-3220-2468
　にて本橋財務部長宛までお願いします）

『拓く会』では新たな会員を
募集しています。
またご紹介もお願いします。

 「時代を拓く税理士の会」入会申込書
平成 22 年　　月　　日　　

事務所所在地

支部名　　　　　　　　　登録番号

氏名

電話　　　　　　　　　　  FAX

E-mail

入会案内

（必須）
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❶
「
拓
く
会
」
に
お
け
る
会
務
運
営
は
、「
当

会
設
立
の
経
緯
」
及
び
「
会
則
」
の
趣
旨
を
鑑

み
る
に
、
一
部
の
役
員
の
み
に
よ
る
執
行
を
戒

め
、『
忌
憚
の
無
い
意
見
交
換
に
よ
り
論
議
を

深
め
、
そ
の
中
か
ら
適
格
な
人
材
に
よ
る
税
理

士
会
づ
く
り
（
設
立
の
経
緯
よ
り
抜
粋
）』
を

そ
の
基
本
理
念
と
し
て
い
る
。

❷
当
然
の
事
と
し
て
、
東
京
税
理
士
会
役
員
選

挙
に
お
け
る
候
補
者
推
薦
に
つ
い
て
も
そ
の
理

念
は
同
様
で
あ
り
、
本
年
５
月
に
は
平
山
玲

顧
問
を
議
長
と
す
る「
第
１
回
支
援
対
策
会
議
」

を
立
上
げ
る
と
共
に
、
平
成
22
年
度
東
京
税
理

士
会
役
員
選
挙
に
向
け
た
準
備
を
始
め
た
。
以

後
、
会
則
に
基
づ
く
「
支
援
対
策
委
員
」
の
選

定
、
及
び
、
当
会
と
し
て
の
「
会
長
・
副
会
長

候
補
者
推
薦
基
準
」
の
見
直
し
に
着
手
し
た
。

❸
各
支
部
に
対
し
、「
東
京
税
理
士
会
会
長
・

副
会
長
候
補
者
」の
推
薦
依
頼
を
行
っ
た
結
果
、

会
長
候
補
者
１
名
、
副
会
長
候
補
者
６
名
の
推

薦
を
受
け
、
こ
れ
等
候
補
者
と
慎
重
な
る
協
議

の
末
、
会
長
候
補
者
１
名
、
副
会
長
候
補
者
５

名
が
立
候
補
意
思
を
表
明
し
た
。

❹
８
月
開
催
の
「
第
４
回
支
援
対
策
会
議
」
に

於
い
て
、
副
会
長
候
補
者
推
薦
決
定
方
法
に
付

き
、議
長
よ
り
以
下
の
趣
旨
の
提
案
が
為
さ
れ
た
。

即
ち
、『
候
補
者
全
員
の
当
選
を
目
指
す
以
上
、

過
去
の
投
票
結
果
分
析
に
よ
り
当
会
と
し
て
は

３
名
の
候
補
者
擁
立
が
妥
当
で
あ
る
が
、
も
し

執
行
部
内
の
判
断
の
み
に
委
任
さ
れ
た
場
合
に

は
会
と
し
て
の
「
透
明
性
の
確
保
」
が
保
て
な

い
』
と
さ
れ
た
。

　

そ
の
為
、
こ
れ
等
の
要
件
を
充
足
す
る
具
体

的
手
法
と
し
て
、
各
候
補
者
か
ら
直
接
「
意
見

表
明
」
を
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
に
対
し
て
「
質

疑
応
答
」
を
行
う
「
候
補
者
意
見
表
明
会
」
を

開
催
す
る
事
に
よ
り
、
支
援
対
策
会
議
構
成
員

に
広
く
各
候
補
者
の
立
候
補
主
旨
を
理
解
し
て

貰
っ
た
上
、
３
名
の
副
会
長
候
補
者
決
定
方
法

に
つ
い
て
は
、
執
行
部
に
お
い
て
調
整
判
断
す

る
旨
の
提
案
が
賛
成
多
数
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
。

❺
こ
の
決
定
を
受
け
、
９
月
に
「
候
補
者
意
見

表
明
会
」
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
各
候
補
予
定

者
と
も
将
来
の
税
理
士
会
を
背
負
う
に
足
る
、

十
分
な
資
質
と
情
熱
を
有
す
る
と
推
察
さ
れ
た
。

　

こ
れ
は
、
当
会
が
そ
の
基
本
理
念
に
沿
っ
た

目
的
の
遂
行
の
為
、
多
数
の
優
秀
な
る
人
材
を

有
し
て
い
る
こ
と
の
証
で
あ
り
、
こ
の
状
況
下

に
お
い
て
推
薦
を
見
送
る
べ
き
２
名
の
該
当
は

無
く
、
ま
た
、
そ
の
理
由
も
見
当
た
ら
な
い
。

❻
そ
こ
で
、
選
考
方
法
に
つ
い
て
は
選
対
本
部

役
員
を
招
集
し
、
拓
く
会
設
立
の
原
点
に
立
ち

返
り
「
透
明
性
の
確
保
」
を
第
一
義
と
し
て
、

十
分
な
討
議
を
重
ね
た
結
果
、
５
名
の
副
会
長

立
候
補
予
定
者
に
つ
い
て
再
度
の
意
思
確
認
を

行
な
い
、
そ
の
結
果
に
お
い
て
も
な
お
４
名
以

上
が
立
候
補
意
思
を
有
す
る
場
合
に
は
、
支
援

対
策
会
議
構
成
員
全
員
に
よ
る
公
正
な
る
選
考

を
す
べ
き
と
結
論
付
け
た
。　

❼
５
名
の
立
候
補
予
定
者
に
対
し
、
書
面
に
て

「
公
正
な
る
選
考
方
法
に
よ
る
推
薦
決
定
」
を

前
提
と
し
た
立
候
補
意
思
に
付
き
、
再
確
認
を

行
な
っ
た
結
果
、
全
員
が
立
候
補
意
思
を
表
明

し
た
事
を
受
け
、
10
月
に
「
候
補
者
選
考
会
」

を
開
催
し
た
。

　

そ
の
際
、
議
長
よ
り
支
援
対
策
会
議
構
成
員

全
員
に
対
し
、『
選
考
に
当
た
り
再
度
の
意
思

確
認
を
経
た
以
上
、
選
考
結
果
に
付
き
い
か
な

る
理
由
に
お
い
て
も
遺
恨
を
持
つ
こ
と
無
き

様
、
厳
に
申
し
入
れ
る
』
と
共
に
、『
選
考
決

定
後
に
お
い
て
も
当
会
の
一
員
と
し
て
東
京
会

選
挙
戦
に
お
け
る
協
力
』
を
依
頼
し
た
。

　

ま
た
、『
選
考
要
領
を
遵
守
し
、
高
潔
な
る

品
格
を
も
っ
て
、
公
正
な
選
考
を
行
な
う
よ
う

努
め
、
当
会
全
会
員
を
代
表
す
る
「
責
任
の
あ

る
立
場
」
で
の
選
考
』、
及
び
、『
東
京
税
理
士

会
副
会
長
立
候
補
予
定
者
は
、
単
に
支
部
又
は

地
域
の
代
表
で
は
な
く
、
東
京
会
の
み
な
ら
ず

広
く
日
税
連
会
務
を
見
据
え
た
視
点
を

持
つ
人
材
で
あ
る
事
を
基
準
と
し
た
選

考
』
が
要
望
さ
れ
た
結
果
、
３
名
の
東

京
税
理
士
会
副
会
長
立
候
補
予
定
者
が

選
出
さ
れ
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
可
決

承
認
さ
れ
た
。

日　

時　

平
成
22
年
12
月
13
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後　

６
時
30
分
〜
８
時
30
分

場　

所　

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

　
　
　
　
　

南
館
４
Ｆ
錦
の
間

会　

費　

１
万
円

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
多
数
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
ま
す
。

各
候
補
予
定
者
「
励
ま
す
会
」
日
程

①
西
村　

新　

　

11
月
11
日
（
木
）
19
：
00
〜

　

船
堀
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル

②
神
津　

信
一

　

11
月
18
日
（
木
）
18
：
00
〜

　

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル　

錦
の
間

③
伊
藤　

佳
江

　

11
月
22
日
（
月
）
18
：
00
〜

　

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ

④
岡
田　

光
一
郎

　

11
月
26
日
（
金
）
18
：
00
〜

　

九
段
会
館　

鳳
凰
の
間

忘
年
会
の
お
知
ら
せ

『
拓
く
会
』
の
動
き

■
①　

平
成
22
年
10
月
13
日

　
『
第
６
回
支
援
対
策
会
議
候
補
者
選
考
会
』

■
②　

平
成
22
年
11
月
１
日

　
『
第
１
回
常
任
役
員
会
』

　
　

・ 

選
対
本
部
事
務
所
開
設
の
件

　
　

・ 

平
成
22
年
度
東
京
会
役
員
選
挙
の
件

　
　
　

各
候
補
者
選
対
組
織
に
つ
い
て

　
　

・ 

研
修
会
開
催
に
つ
い
て

　
　

・ 

ゴ
ル
フ
大
会
開
催
に
つ
い
て

　
　

・ 

各
部
報
告


